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「お手紙婚活サポート」実施報告 

デジタルツールが主流の今だからこそ、真摯な想いが伝わる手書きの「手紙」 

婚活における「手紙」の効果が明らかに 

受け取った方の半数以上でお相手への印象がアップ、交際に発展した会員さまも 
  
イオングループの結婚相手紹介サービス､株式会社ツヴァイ（本社：東京都中央区 代表取締役社長：後藤喜一）は、昨年 

８月から今年２月まで、「手紙」を婚活に活用するサービス「お手紙婚活サポート」を期間限定で実施いたしました。 

新たな時代が幕を開けて１カ月、「令和」になって初めてのジューンブライドを迎えました。改元と結婚の関係をめぐっては、

「平成ジャンプ」「令和元年婚」「あやかり婚」などが話題になっていますが、実際に平成元年の１９８９年、ミレニアムを挟んだ 

２０００年と２００１年は、前の年に比べて婚姻数が増加するなど、時代の節目に結婚の機運が高まる傾向があります。今回の

改元においても、縁起が良さそうだから、新しい出発にふさわしいからなどの理由で、平成よりも「令和元年」に結婚したいと答

えた人のほうが圧倒的に多い（８４％）ことがわかっています。（２０１９年４月/銀座ダイヤモンドシライシ「結婚に関する意識調

査」/調査対象：２０代～３０代の未婚男女５００名） 

ツヴァイでも、時代の節目の１０連休に「婚活福袋」を販売し、この期間中のお客さまからのご応募は１０３％と増えています。

また、「令和元年婚」ニーズにお応えするために、５月１３日より、当社のフルサポート婚活をお得な価格でご利用いただける

「令和元年記念プラン」の販売を開始しています。２０１８年度の成婚退会者（結婚・婚約・交際のお届けでの退会者）は    

５，４２７名、そのうち、入会から退会までの活動期間で一番多いのが４ヶ月となっています。まだまだ、令和元年中の結婚も夢

ではありません。 

今回の「お手紙婚活サポート」の結果から、デジタルでのコミュニケーションが主流の今だからこそ、手間と時間をかけてコミ

ュニケーションを深める「手紙」を上手く活用しながら婚活に臨んでいただくことも、「令和元年婚」の実現につながるのではない

かと考えております。 

 

■「お手紙婚活サポート」実施結果のサマリー 

<「手紙」を差し出された会員さま> 

◆ ８割以上の方が、異性とのコミュニケーションにおいて「手紙」が役立つと実感。「伝えたいことを整理できる」「面と向かう

と言いづらいことでもきちんと伝えられる」といった「手紙」の特長への支持が多数。 

◆ 約８割の方が、「手紙」を利用しない場合と比べて関係性の発展に手応え。 

 

<「手紙」を受け取られた会員さま> 

◆ ８割以上の方が、メールやＬＩＮＥなどＳＮＳとの気持ちの伝わり方に違いを感じ、約半数の方が、「手紙」をもらって「嬉しか

った」、約３人に１人が「お相手に興味がわいた」と回答。 

◆ 約６割の方が、「手紙」を受け取る前よりもお相手の印象が良くなったと回答。 

「好意が伝わった」「誠実さが伝わった」ことが印象を良くする主な要因に。 

 

【調査概要】 

（１）「お手紙婚活サポート」利用者へのアンケート：回答者２６６名（２０代～５０代の男性：１２８名、女性：１３８名） 

（２）「お手紙婚活サポート」で「手紙」を受け取った方へのアンケート：回答者４７名（２０代～５０代の男性：２２名、女性：２５名） 

 



■「お手紙婚活サポート」実施の背景 

近年、日本では生涯未婚率（５０歳時未婚率）が上昇して未婚化、晩婚化が進んでいます。一方で、いずれは結婚したいと

考える未婚者（１８～３４歳）の割合は、男性は８５.７％、女性は８９.３％と依然高い水準にあります。（２０１５年/国立社会保

障・人口問題研究所「出生動向基本調査（結婚と出産に関する全国調査）」） この思いと現実とのギャップを生んでいる要因

のひとつに、直接想いを伝えたくても言い出しづらくなった社会環境や人間関係の変化があると考えました。ツヴァイの会員さ

までも、異性と面と向かうと、緊張したり舞い上がったりして自分の想いを上手く整理できず、お相手に気持ちが伝わらずに失

敗に終わってしまうケースが多いことが、「お手紙婚活サポート」実施前に行ったアンケート（男性：３６９名、女性：３７０名に実

施）からわかりました。 

 

会員さまを悩ませる３大ポイント。面と向かって気持ちを伝えることへの強い苦手意識。 

◆４６％の会員さまが「初対面のとき、緊張して上手に話せない」 

◆６５％の会員さまが「２回目のデートや面会のお誘いがしづらい」 

◆７１％の会員さまが「自分の気持ちを整理してうまく告白できない」 

 

 

 

 

 

 

 

 

面と向かって想いを伝えられない若者たちと、異性との交流がハイリスク化する今の社会 

心理学者 晴香葉子氏 

SNS やメールなどデジタルツールでの気軽なやりとりに慣れ親しんでいる現代人には、対面でのコミュ

ニケーションに負担を感じることが多くなっています。さらに、若者は恋愛経験の不足から異性に対して

奥手である上に、「#MeToo（ミートゥー）」に代表されるような最近のセクハラ問題への関心の高まりの影

響で、異性とのコミュニケーションにリスクを感じ、さらに神経質にならざるを得ない状況に置かれていま

す。このことは、ツヴァイの会員さまだけでなく、多くの方々が抱える課題といえるでしょう。 

<プロフィール> 

作家・心理学者。早稲田大学オープンカレッジ心理学講座講師。東京都出身。文学修士。学芸員資格取得。博士後期課程単位取得、在籍中。メディアでの心

理解説実績、著書多数。企業での就労経験を経て心理学の道へ。研究を続けながら、様々な角度から情報を提供。執筆、講演、監修などの活動を続けてい

る。所属学会：日本心理学会、日本社会心理学会、日本産業ストレス学会他。日本心理学諸学会連合心理学検定 1 級（偏差値 73 獲得）。近著『人生には、こ

うして奇跡が起きる』（青春出版社）。 

 

■「お手紙婚活サポート」の実施内容 

「恋愛学」の第一人者である早稲田大学の森川友義教授と、心理学者の晴香葉子氏の監修のもと、会員さまを悩ませる３つ

のシーンそれぞれに即したオリジナルレターセットを製作。「手紙」を書く際のポイントをまとめたマニュアルとセットにし、ツヴァ

イの各店舗にて配布しました。また、特別講師を迎えたセミナー（男女別で各６回）やパーティ（男女合同で計２回）での手紙執

筆のワークショップなど、「手紙」を通じて会員さまの婚活を応援するかつてない試みとして２０１８年８月から２０１９年２月にか

けて実施しました。（「お手紙婚活サポート」特設サイト： https://www.zwei.ne.jp/members/letter/） 

 

 

 

 

https://www.zwei.ne.jp/members/letter/


■気持ちを整理して伝えられ、好意度を高められる「手紙」。そのチカラを、多くの利用者が実感。 

「お手紙婚活サポート」で「手紙」を差し出された会員さまと「手紙」を受け取られた会員さま双方へのアンケートの結果、婚活

において「手紙」が有効であることが明らかになりました。 

 

<「手紙」を差し出された会員さまへのアンケート結果> 

８割以上の方が、異性とのコミュニケーションにおいて「手紙」が役立つと実感。「伝えたいことを整理できる」「面と向かうと言

いづらいことでもきちんと伝えられる」といった「手紙」の特長への支持が多数。 

婚活や異性とのコミニュケーションにおいて「手紙」が役立つツールだと思ったかをたずねたところ、４５％が「とても思う」、 

３８％が「やや思う」と８割以上の方が「手紙」に肯定的な回答でした［図①］。理由として、「伝えたいことを整理できる」（４３％）、

「面と向かうと言いづらいことでもきちんと伝えられる」（３７％）が特に多く［図②］、「手紙」が、先述の会員さまのお悩みの解消

に効果を発揮したことがわかりました。 

約８割の方が、「手紙」を利用しない場合と比べて関係性の発展に手応え。 

「手紙」を利用しない場合と比べて、お相手との関係性の発展に手応えを感じたかをたずねたところ、１５％が「とても感じた」、

６８％が「やや感じた」と約８割の方が肯定的な回答でした［図③］。「手紙」によって想いを伝えられたことが、婚活への期待感

と自信の向上につながったことがうかがえます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

<「手紙」を受け取られた会員さまへのアンケート結果> 

８割以上の方が、メールやＬＩＮＥなどＳＮＳとの気持ちの伝わり方に違いを感じ、約半数の方が、「手紙」をもらって「嬉しかっ

た」、約３人に１人が「お相手に興味がわいた」と回答。 

メールやＬＩＮＥなどＳＮＳと比べて、気持ちの伝わり方に違いを感じたかをたずねたところ、４７％が「そう思う」、４０％が「やや

思う」と９割近い方が肯定的な回答でした。また、「手紙」を受け取って「嬉しかった」（４６％）、「お相手に興味がわいた」（２８％）

といった感想が多く［図④］、受け手の心情にポジティブに働きかける「手紙」ならではの効果がうかがえる結果となりました。 

約６割の方が、「手紙」を受け取る前よりもお相手の印象が良くなったと回答。 

「手紙」を受け取る前と、受け取った後のお相手に対する印象の変化については、６０％が「受け取る前より良くなった」と答

えました［図⑤］。その理由をたずねたところ、「好意が伝わったから」「誠実さが伝わったから」がともに６２％と最も多くなりまし

た［図⑥］。また、７割以上の方が、「手紙」によって、通常の会員さまとの交流よりお相手に魅力を感じたことがわかりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［図①］ ［図②］ ［図③］ 

［図④］ ［図⑤］ ［図⑥］ 



■「手紙」をきっかけに、お付き合いに発展した会員さまも。 

「お手紙婚活サポート」を利用された会員さまの中には、「手紙」を出したことで婚活が前進したケースもありました。 

 

<事例①：埼玉在住の４０歳男性> 

 告白は特別なシチュエーションでしたい。気持ちを伝えるタイミングを迷っていた。 

なかなか理想のお相手と出会えず行き詰っていたとき、手紙講座の案内を目にしました。普段は「手紙」を書くことはなかった

のですが、少し違った方法を試すのも良いかなと考え参加しました。正直、講座を聞いただけでは、本当に自分にもメリットが

あるのか半信半疑でした。それからしばらくして、良いなと思える会員さんと出会いました。その時に、ふと講座のことを思い出

し「手紙」で告白することにしました。 

 告白成功。「手紙」では書けたことも、面と向かうと上手く言葉にできなかった。 

「手紙」で告白してから数日後、返事が来ました。「手紙」が届いたことにびっくりしたようでした。結果は、告白成功。後日、デー

トの際にあらためて直接想いを伝えましたが、なぜか、しどろもどろになって、上手く整理して言葉にできませんでした。面と向

かうと照れくさくて言えないことでも、「手紙」ならきちんと伝えられると、そこで初めて実感しました。 

 

<事例②：大阪在住の３０歳男性> 

 照れくさくて言えない「好き」という言葉。このまま別れてしまうのではという不安があった。 

２０１８年の夏に人生で初めての彼女ができました。お相手は２０代の学生。お互いに忙しく生活リズムが異なり、会える時間

が少なく、さらに自分は口下手なため、「好き」という言葉を口にできず、付き合ってはいるものの友人のような関係でモヤモヤ

した日が続いていました。「好き」という気持ちをきちんと伝え合えられていないことに不安を感じ、悩んでいたときに目にしたの

が、ツヴァイの手紙講座の案内でした。 

 「手紙」なら伝えられた、まっすぐな気持ち。LINE にはない、言葉にする時間が生む想いの深さ。 

講座を聞いて、「手紙」なら伝えられると思いました。「好き」という気持ち、転職を応援してくれたことへの感謝、これからもよろ

しくねという想いを「手紙」にしたためました。「手紙」を書いている時間、普段のＳＮＳでのやりとりとは違って、彼女のことを深く

想い、言葉を選んでいることに気がつきました。正しく書けているか、伝えたいことがきちんと伝わるかを相手の立場で考える

ので、真剣な気持ちが込められている気がします。「手紙」は、サプライズで彼女に届けました。 

 「好き」と書かれた彼女からの「手紙」。互いの心を開き、つないでくれた。 

「手紙」が届いた直後のデートで、彼女が「手紙」で返事をくれました。そこには、「私も照れくさくて言えなかったけど、愛してる

よ、これからもよろしくね。」と書かれていました。彼女の気持ちが確認できて、すごく嬉しかったし自信が持てました。手書きの

文字を見ていると、彼女も同じように時間をかけて、自分のことを考えて書いてくれたんだなと思い、さらに嬉しくなりました。こ

れがきっかけで、心の距離が近くなり普段の連絡の回数も増え、直接「好き」と言い合える、恋人らしい関係になれました。 

 

SNS が主流の今だからこそ、あえて「手紙」で伝えることが好意度アップにつながる 

「恋愛学」の第一人者 早稲田大学 教授 森川友義氏  

「手紙」は伝えたいことを自分のペースで落ち着いてまとめることができるので、異性に対し奥手な人

にはとても有効です。しかも、限られたスペースにしたためるという特性が、伝えたいことの整理と言

葉の吟味を促すため、想いをきちんと届けられ、お相手への好意も誠実さをもって伝わり軽率に感じ

られるリスクも少ないです。受け手にとっては、ＳＮＳが当たり前の今だからこそ、手書きの文字に「自

分のために時間をかけてくれた」とそれだけで嬉しくなるもの。「手紙」は、送り手にとっても受け手に

とっても、ちょうど良い距離感で想いを伝えられる、現代人に最適なコミュニケーションツールです。 

<プロフィール> 

早稲田大学国際教養学部教授。政治学博士（Ph.D.）。1955 年群馬県生まれ。早稲田大学政治経済学部政治学科卒、ボストン大学政治学部修士号、オレ

ゴン大学政治学部博士号取得。実務経験は国連開発計画、国際農業開発基金等の国連専門機関に勤務を含め多数。アイダホ州立ルイス・クラーク大学

助教、オレゴン大学客員准教授を経て、現職。専門分野は日本政治、恋愛学、進化政治学。恋愛学の著書は、『最強の恋愛術』（ロンドンブーツ一号二号・

田村淳との共著、マガジンハウス）、『なぜ、結婚はうまくいかないのか？』（ディスカヴァー携書）等がある。 



＜株式会社ツヴァイ＞ 

http://www.zwei.com/ 

本社所在地：東京都中央区銀座５－９－８ クロス銀座４階 

代表者名：代表取締役社長 後藤 喜一 

事業内容：イオングループの結婚相手紹介サービス。ご入会から成婚までのプロセスを体系化した独自の出会いプログラム

「ツヴァイ成婚メソッド」で、年間５,０００名を超える成婚退会者(結婚・婚約・交際のお届けによる退会者)を輩出しています。相

性・適合性診断による条件マッチングや価値観マッチング、印象による出会い「インプレッションマッチング」によるお相手紹介

を中心に、パーティやメッセージ、引合わせによる出会い等、多彩な出会いを準備、マリッジコンサルタントが結婚観やご希望

をじっくりお伺いした上で婚活プランを設計し、成婚退会まできめ細かくサポートしています。 

http://www.zwei.com/

